
香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と
「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その４）

長谷川　修　一
鶴　田　聖　子

１．はじめに
　ジオパークは、土台となっている大地（ジオ）、生態系（エコ）、人の活動（ヒト）とのつながりを理解
し、地域の地球活動の遺産を保全しながら、ジオツーリズム等によって地域の持続可能な発展をめざす活
動である。
　日本のジオパークには、ユネスコの正式事業活動であるユネスコ世界ジオパークと、日本ジオパーク委
員会が認定する国内版の日本ジオパークがある。ユネスコ世界ジオパークは国際的な地質学的重要性を有
するサイトや景観が、保護・教育・研究・持続可能な開発が一体となった概念によって管理された、単一
の統合された地理的領域で、地域社会を巻き込みながら保全と持続可能な開発を行うことを目指してい
る１）。
　2024年１月現在、日本ジオパークに46地域が認定され２）、このうち10地域がユネスコ世界ジオパークに
認定されている。四国では、室戸がユネスコ世界ジオパークに、四国西予、土佐清水が日本ジオパークに
認定されている。また、三好ジオパーク構想は日本ジオパークの認定を目指している２）。
　香川県の大地は以下の地球大変動によって形成され、変動帯の大地と人の暮らしを考えるモデルになる
地域である。①１億年前の大規模なマグマの活動による花こう岩の形成、②1,400万年前の瀬戸内火山活
動によるサヌカイト等に特徴的な火山岩の形成、③300万年前からの中央構造線による讃岐山脈－讃岐平
野－瀬戸内海の形成。特に、約1400万年前の瀬戸内火山活動によって形成されたサヌカイト等の火山岩類
の世界的な学術研究、火山岩類が侵食されて形づくられた残丘が織りなす讃岐平野と備讃瀬戸の造形美お
よび里山や島の岩石を利用した多様な石の文化は、世界的にユニークなジオパークになる可能性がある。
　筆者らは讃岐ジオパーク構想の推進を目的に、2010年から現在まで継続して香川大学公開講座「讃岐ジ
オサイト探訪」を開講し、香川県内の地形・地質と石の文化の魅力を発掘し、讃岐ジオパーク構想に必要
なジオサイトの資料を作成するとともに同志の輪を広げてきた３）４）。2013年度までの成果は香川大学生涯
学習研究センター研究報告別冊「讃岐ジオサイト探訪」（長谷川・鶴田、2013）５）にとりまとめた。2014年
度と2015年度は「讃岐ジオサイト探求」を開講し、地形・地質と自然・歴史・文化等との関わりを理解し
ながら現地を探訪した（長谷川・鶴田、2017）６）。2016年度からは「讃岐ジオガイド養成講座」を開講し（長
谷川・鶴田、2018）７）、受講生のうち認定された23名（小豆島２名、東讃地区５名、高松市８名、中讃地
区５名、西讃地区３名）が讃岐ジオガイドとして活動している。2019年度試行した「ジオガイドが案内す
る讃岐ジオサイト探訪」は、2020年度から本格開講し８）、現在も継続して開講している10）11）。
　今回、2022年度に引き続き、香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する
讃岐ジオサイト探訪」を連携して実施したので、その概要を報告する。
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２．香川大学公開講座
２.１　概要
　「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」は、香川県内の主要なジオサイトを訪ね、大地の成り立
ちと歴史・文化との関わりを考えるとともに、同志の輪を広げていく講座である。また「讃岐ジオガイド
養成講座」で認定された讃岐ジオガイドが事前に下見・リハーサルを実施して、コースやガイド方法の改
善を行う。講座当日は受講生を案内後、受講者にアンケートを行い、次のガイドに活かすようにしてい
る。

２.２　2023年度香川大学公開講座「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」
　2023年度の香川大学公開講座「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」では、香川県の多様な石の
文化に焦点を当て、年代、場所による石の違い、歴史が紡いだ石の役割を、その地域の大地の成り立ちか
ら考えた。

（１）ガイダンス・石器時代から使われていた讃岐の石サヌカイト（坂出市）
①探訪日時：2023年４月23日（日）
②受講者数：28名
③講　　師：長谷川修一
④連　　携：香川県資源研究所　前田宗一氏、サヌカイト奏者　林千景氏
⑤お　　題：なぜ金山はサヌカイトの里になったのか？
⑥行　　程：午前　講義：讃岐と備讃瀬戸の石の文化（長谷川修一）
　　　　　　午後　坂出駅南口集合→けいの里見学→八蘇場の清水→白峰宮・天皇寺→JR八十場駅
⑦内　　容：�サヌカイトが石器時代に西日本全域で石器として使われた理由を考えるとともに、サヌカイ

トの活用方法について学んだ。
⑧アンケート結果：（図１）
　講座は大変満足13名、満足４名と好評であった。「金山には来たことがあったが、けいの里のことは知
らなかった」「色々なサヌカイトを知れてよかった」等、普段行くことのない「けいの里」でのサヌカイ
ト演奏、楽器の説明などが面白かったようである。また、「電車利用のジオ探訪」がよかったと、普段乗
らない列車も特別感があったようである。サヌカイトの音については「ヒーリングミュージックとして
様々な場所で使われることをのぞむ。2025大阪万博でもぜひBGMとして使用してほしい。サヌカイト
コーナーがあればと思う。」等、サヌカイトが注目された。

（２）古墳時代の石棺から近代化遺産までの鷲ノ山石の文化（高松市・綾川町）
①探訪日時：2023年５月14日（日）
②受講者数：26名
③講　　師：長谷川修一
④ガ イ ド：今岡幹典、宮崎誠司、山西輝美、山下直樹
⑤連　　携：（有）鷲之山石材商会社長　兎子尾大　氏
⑥お　　題：古代の鷲ノ山石はなぜ近代に復活したのか？
⑦行　　程：�高松市国分寺B&G海洋　センター体育館駐車場　→石船天満宮・石舟石棺→鷲ノ山丁場→
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鷲ノ山石材商会（鷲ノ山石材工業変遷と加工の歴史）→春日神社の石造物→高松市国分寺
B&G海洋　センター体育館駐車場　（移動）　綾川町役場駐車場集合→滝宮天満宮→滝宮神
社→琴電綾川橋梁（近代化産業遺産）→滝宮公園→滝宮橋（土木学会土木遺産）→綾川町役
場

⑧内　　容：�高松市鷲ノ山で採石場を見学し、鷲ノ山石材の歴史を学んだ。また、古墳時代の石棺である
石舟石棺を観察し、当時の石棺の運搬方法について検討した。午後からは綾川町に移動し、
綾川町にはなぜ鷲ノ山石材の石造物が多いのかを考えた。

⑨アンケート結果：（図２）
　講座は大変満足11名、満足８名、ふつう１名と概ね好評であった。「鷲ノ山はよく前を通っていたが、
そんな歴史があったとは驚きだった。」「地元に住んでいながら鷲ノ山石のことは全く知らなかった。現地
を見ながらたくさんの鷲ノ山石のことに触れ見て勉強になった」等、石材のこと、地元の文化のことを知
ることができて満足だったようである。一方で、「お題の「なぜ」の部分をもう少し掘り下げたい」「歩く
距離が長い。」等の問題点も挙げられた。

（３）雨滝山・火山（ひやま）と中世の火山（ひやま）石の文化（さぬき市）
①探訪日時：2023年６月４日（日）
②受講者数：27名
③講　　師：長谷川修一
④ガ イ ド：岡田武久、友國和俊、松岡太、亀井満夫
⑤連　　携：雨滝自然科学館館長　森繁　氏、さぬき市教育委員会　山本　一伸　氏
⑥お　　題：古墳時代の石棺に使われた火山石は白粉石か？
⑦行　　程：�雨滝自然科学館→花崗岩に貫入した黒雲母デイサイト→峠の花崗岩→赤色安山岩→西教寺奥

の院→柱状節理のある安山岩→瓶盥（びんだらい）→雨滝自然科学館→さぬき市歴史民俗資
料館

⑧内　　容：�雨滝山、火山に産出する岩石を確認した後、西教寺奥の院に使われている凝灰岩の摩崖仏等
を見学した。さらにさぬき市歴史民俗資料館に展示している石棺はどんな石でできているか
を確認した。

⑨アンケート結果：（図３）
　講座は大変満足11名、満足11名と好評であった。「石棺にも鷲ノ山石、火山石と違いがあることがわ
かった」と５月に見学した鷲ノ山石棺との違いを理解してもらった。「山中を歩きながら、花崗岩の上に
凝灰岩、安山岩がどのように重なっているか見学できた」ことがよかったと感想をいただいた。

（４）伊吹島の石の文化（観音寺市）
①探訪日時：2023年10月８日（日）
②受講者数：24名
③講　　師：長谷川修一
④ガ イ ド：篠原五良、前川久則
⑤連　　携：伊吹島研究会　三好兼光　氏、有限会社　松本水産
⑥お　　題：伊吹島の石造物や石垣はどこの石を使っているのか？
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⑦行　　程：�県立琴弾公園→有明浜→観音寺港→真浦港→いりこ加工工場→島四国の石仏→真浦港の防波
堤→切石の石垣→旧伊吹小学校→伊吹八幡神社→平井の井戸→ゼンネの泉→伊吹島民俗資料
館→天神社→泉蔵院→荒魂神社・西の堂→宮目の大石→赤色安山岩→真浦港→観音寺港→県
立琴弾公園

⑧内　　容：�伊吹島をまわって、使われている石造物や石垣はどこの石かを考えた。火山噴火の実験で噴
火直後のイメージが湧き、実際の地質をみてどのようなことが過去に起こったのかを想像し
ながら探訪した。

⑨アンケート結果：（図４）
　講座は大変満足17名、満足６名と好評であった。「実験がとてもすばらしく、わかりやすかった」と噴
火実験と現在の様子がわかりやすかったようである。また、「すごい歴史・文化を持っていることを知り、
魅力を感じた」「水がでない伊吹島の苦労、大変さを知りました」との感想もあった。さらにイリコのお
土産があったことで、「食（イリコ）とジオが関連していたことが理解できた」とたくさんの方に感想を
いただいた。

（５）中世の天霧石の文化（善通寺市）
①探訪日時：2023年10月８日（日）
②受講者数：26名
③講　　師：長谷川修一
④ガ イ ド：都築克徳、山本和彦、大川義明、山下直樹、岡本幸晴、鈴木一伸
⑤連　　携：善通寺市教育委員会　松浦暢昌学芸員
⑥お　　題：なぜ五岳の丘付近はキウイ栽培がさかんなのか／なぜ有岡地区は王家の里になったのか？
⑦行　　程：�善通寺五岳の里「市民集いの丘公園」→キウイ畑→大塚池古墳→水分（みくまり）神社→出

釈迦寺→善通寺五岳の里「市民集いの丘公園」→王墓山古墳→王墓山古墳→宮が尾古墳
→ZENキューブ

⑧内　　容：�午前は五岳山周辺を歩きながら、なぜ現在山麓でキウイ栽培がさかんなのか考えた。午後は
有岡古墳群を見学し、古墳に使われている石はどこの石なのかを考えるとともに、なぜ有岡
地区に古墳が多いのかを考察した。ZENキューブでは、磨臼山古墳から出土した国指定重
要文化財割竹型石棺を見学し、同じ鷲ノ山石で作られている石舟石棺との違いを確認した。

⑨アンケート結果：（図５）
　講座は大変満足９名、満足12名、ふつう１名と概ね好評であった。「普段は入れない古墳の中に入れて、
大変勉強になった」との感想が多く、関心を深めた受講者が多かったようである。満足いかなかった点は
「トイレが少なかったこと」「ジオの話が少なかったこと」が挙げられたため、今後の検討課題としたい。

（６）小豆島の多様な石の文化（小豆島町・土庄町）
①探訪日時：2023年12月10日（日）
②受講者数：22名
③講　　師：長谷川修一
④ガ イ ド：山口晴司、山西輝美
⑤連　　携：大坂城残石公園、伊喜末八幡神社禰宜　樋本清輝氏
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⑥お　　題：多様な石とは？なぜ、その石はここにあるのか？
⑦行　　程：�高松築港→池田港→池田の桟敷（重要有形民俗文化財）→天狗岩石切丁場跡（岩ヶ谷）→大

坂城残石公園→八坂神社（滝ノ宮）→長浜・小江蕪崎海岸→伊喜末八幡神社→池田港→高松
港

⑧内　　容：小豆島で使われている石と石の文化を小豆島の成り立ちを考えながら探訪した。
⑨アンケート結果：（図６）
　講座は大変満足９名、満足12名、ふつう１名と概ね好評であった。「普段は入れない古墳の中に入れて、
大変勉強になった」との感想が多く、関心を深めた受講者が多かったようである。満足いかなかった点は
「トイレが少なかったこと」「ジオの話が少なかったこと」が挙げられたため、今後の検討課題としたい。

２.３　2023年度香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」
（１）「讃岐ジオガイド養成講座」の概要
　「讃岐ジオガイド養成講座」は、香川県内を案内するジオガイドを養成するために、ジオガイドに必要
な専門的な知識の共有、ガイド技術の向上、リスクマネジメント等を学ぶ講座である。讃岐ジオガイド養
成講座を４回以上受講すると受講資格が得られ、「讃岐ジオサイト探訪」「讃岐ジオサイト探求」「讃岐ジ
オガイド養成講座」の授業・現地見学に60時間（12回）以上出席した受講者は、香川大学認定讃岐ジオガ
イドの資格を得ることができる。今回の受講者は、香川大学認定讃岐ジオガイド５名に加えて、新たに７
名が参加し、１月20日、２月18日の２回実施した。令和６年３月、新たに２名のジオガイドが認定され、
香川大学認定讃岐ジオガイドは、26名となった。

写真１　2023年度香川大学公開講座「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」受講状況

サヌカイト楽器（坂出市） 滝宮神社（綾川町） 雨滝山びんだらい池（さぬき市）

伊吹島の石垣（観音寺市） 宮が尾古墳（善通寺市） 岩谷丁場跡（三豊市）

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その４）
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（２）ガイダンス、ジオパークの概要
①日　　時：令和６年１月20日（土）
②場　　所：香川大学地域人材共創センター
③講　　師：香川大学　長谷川　修一　特任教授
　　　　　　高知大学人文地理学部　新名阿津子　講師
④協　　力：高知大学人文地理学部３年生８名
⑤参加者数：12名
⑥スケジュール：
　10：00－12：00　ガイダンス・講義：ガイダンス・香川の地質遺産
　12：00－13：00　（各自昼食）
　12：50　　　　　（机移動）
　13：00－14：30　ジオパーク概論
　14：40－16：00　ワークショップ「綺麗な景色の秘密」
　16：00　　　　　解散

（３）香川の地質遺産について考える
①日　　時：令和６年２月18日（日）
②場　　所：雨滝自然科学館周辺、さぬき市津田公民館
③講　　師：香川大学　長谷川　修一　特任教授
　　　　　　雨滝自然科学館　森　繁　館長
④スケジュール：
　９：50　　　　　雨滝自然科学館集合
　10：00－12：00　香川の地質と雨滝化石層見学
　12：00－13：00　（各自昼食）
　12：50　　　　　（移動：さぬき市津田公民館　さぬき市津田町津田915番地１）
　13：30－16：00　ワークショップ「香川の地質遺産の保全について考える」
　　　　　　　　　（さぬき市津田公民館　働く婦人の家第１講習室）
　16：00　　　　　解散

写真２　2023年度香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」受講状況（１月20日）
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３．地質遺産の保全と利活用に関するシンポジウム
（１）シンポジウムの概要
　香川県は古来より石材の産地で、旧石器時代から瀬戸内を席巻したサヌカイト石器、畿内地方の石棺に
使用された鷲ノ山石や火山石、中世の石造物に使用された天霧石、白粉石、火山石、江戸時代に桂離宮の
石灯籠等に使用された豊島石、江戸時代初期に大坂城の築城に採石された備讃瀬戸の花崗岩、日本一の石
材となった庵治石、皇居の東庭の敷石に採取された由良石、世界を魅了したサヌカイト楽器と、讃岐は世
界で類い希な多様な石の文化がある。このように、讃岐の石の文化は石の産業によって発展してきた。
　しかしながら、現在、豊島石と由良石の丁場は閉山状態で、鷲ノ山を採石・加工する会社は１社のみと
なっている。また、サヌカイト楽器製作の後継者は一人だけとなっている。さらに、日本一の庵治石の石
材業も国民の墓離れと安い輸入石材の台頭によって次々と廃業している一方で、県内には、安い外国産の
石造物の石材を至る所で使われているという現状がある。
　2023年５月に実施されたユネスコ世界ジオパークである山陰海岸ジオパークの再認定審査では、ジオ
パーク内のミュージアムで化石鉱石などの地質物品が販売されていることが、条件付き再認定の理由の１
つになった。香川県内では、庵治石・サヌカイトの加工品の販売を行っており、地質物品の販売はジオ
パークを目指している讃岐ジオパーク構想にとっても避けて通ることのできない課題である。
　このため、令和５年８月28日（月）、地質遺産の保全と利活用に関するシンポジウムを開催し、香川の
地質遺産の現状と課題・取り組みについてご紹介いただき、香川の地質遺産をいかに保全しながら持続的

基調講演１
（香川大学　長谷川修一　特任教授）

基調講演２
（兵庫県立大学大学院　川村教一　教授）

パネルディスカッション「香川の地質遺産をいかに保全しながら活用するのか」
写真２　地質遺産の保全と利活用に関するシンポジウム実施状況

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その４）
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に活用していくべきか意見交換を行った。当シンポジウムでは会場参加者数は64名、YouTube動画視聴
者は48名であった。

（２）主催・共催
主催：香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構
共催：一般社団法人　四国クリエイト協会、香川大学博物館、讃岐ジオパーク構想推進準備委員会

（３）内容
①開 会 挨 拶：香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構　吉田秀典　機構長
②来 賓 挨 拶：香川県教育委員会　海津洋　副教育長
③基調講演１：「香川の地質遺産と保全上の課題」香川大学　長谷川　修一　特任教授
④基調講演２：「地質遺産の保全と利活用」　　　兵庫県立大学大学院　川村教一　教授
⑤パネルディスカッション：香川の地質遺産をいかに保全しながら活用するのか
　　コーディネーター　香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構　長谷川　修一
　　パネリスト　　　　香川県教育委員会生涯学習・文化財課　渡邊誠　主任文化財専門員
　　　　　　　　　　　さぬき市雨滝自然科学館　森繁　館長
　　　　　　　　　　　小豆島町商工観光課　川宿田好見　学術専門員氏
　　　　　　　　　　　株式会社オオクボエンタープライズ　大久保一彦　代表取締役社長
　　　　　　　　　　　一般社団法人香川県資源研究所　前田宗一　理事長
　　アドバイザー　　　兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科　川村教一　教授
⑥閉 会 挨 拶：一般社団法人　四国クリエイト協会　庵原伸二　企画部長

（４）アンケート結果
　アンケート結果（図７）では、地質遺産の価値について、「本来あるものを残す、活用するという意識
が薄れているので、もっと広めたい。」「地元に残る地質遺産の価値を理解し、伝えていくことが重要」と
香川県の地質遺産を知り、地質遺産の保全について考えるきっかけとなった。
　また、「語り部の確保も大切」「課題や要望を集約できる場があるといいと思う」「単なる観光資源にし
たのでは荒れる一方だと思う」「地質遺産と社会インフラを結びつければ、国交省の予算で保全コストを
賄う幅が拡がる」と今後の地質遺産の保全と利活用について、アイディアを得ることができた。

４．おわりに
　香川大学公開講座「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」は多くの人に参加していただき、讃岐
ジオパーク構想の理解を広げることができた。来年以降はすそ野を広げる活動は讃岐ジオパーク構想推進
準備委員会主催のジオツアーで行い、香川大学では香川大学公開講座「新・讃岐ジオガイド養成講座」を
開講し、讃岐ジオガイドの養成に力を入れる計画である。
　本年度も讃岐ジオパーク構想推進準備委員会と連携して、てくてく通信（わがかがわ観光推進協議会主
催）掲載の「ジオで巡るツアー」を実施し、東讃地域：遍路道in多和（５月21日、３月９日を予定）、引
田（６月18日）、大串半島（10月22日）、嶽山周辺（11月26日、27日）、小豆島地域：寒霞渓（６月10日）、
中山千枚田と肥土山周辺（10月14日）、高松市地域：女木島（５月20日）、鬼無（11月11日）、中讃地域：
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飯野山（５月20日）、ライトツアー桃（７月22日）、佐柳島（10月15日）、土器川旧河道（12月２日）、宇多
津古街（１月21日）、西讃地域：ほうなん梨（４月16）、天空の鳥居（11月12日）のガイドを行った。リピー
ターも多く参加するようになり、讃岐ジオパーク構想の新たな発信の場となってきた。嶽山は三木町観光
協会のイベントであるMiki Green Out Meeting　と連携したツアーを行い、新規の参加者にも興味を
もってもらうことができた。今後、「ジオで巡るツアー」に食を取り入れたツアー等も取り入れ、付加価
値のあるジオツアーを提供してしたい。
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１）日本ジオパーク委員会：https://jgc.geopark.jp/whatsgeopark/index.html（2023.1.30閲覧）

２）日本ジオパークネットワーク：https://geopark.jp/geopark/（2023.1.30閲覧）

３）長谷川修一・鶴田聖子：香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探訪」活動報告，香川大学生涯学習教育研究センター研究報告，

第19号，2014．

４）長谷川修一・鶴田聖子：香川大学公開講座「讃岐ジオサイト探訪」活動報告（その２），香川大学地域連携・生涯学習教育研究

センター研究報告，第24号，2019．

５）長谷川修一・鶴田聖子：香川大学生涯学習研究センター研究報告別冊「讃岐ジオサイト探訪」，2013．
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図１　「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」（サヌカイト）受講者アンケート結果
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図２　�「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」（古墳時代の石棺から近代化遺産までの鷲ノ山石の文
化）受講者アンケート結果

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その４）
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図３　「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」（雨滝山・火山と中世の火山石の文化）受講者アンケート結果
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図４　「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」（伊吹島の石の文化）受講者アンケート結果

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その４）
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図５　「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」（中世天霧石の文化）受講者アンケート結果

－86－

香川大学地域人材共創センター研究報告　第29号



図６　「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」（小豆島の多様な石の文化）受講者アンケート結果

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その４）
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図７-①　「地質遺産の保全と利活用に関するシンポジウム」受講者アンケート結果１
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図７-②　「地質遺産の保全と利活用に関するシンポジウム」受講者アンケート結果２

香川大学公開講座「讃岐ジオガイド養成講座」と「ジオガイドが案内する讃岐ジオサイト探訪」の連携活動報告（その４）
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